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注射薬混合調製監査支援シス デムの構築 1
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　hl　order 　to　prevent　medical 　 elTors ，　 we 　 created 　a　new 　computer 　system 　through 　whjch 　pharmacists，　 nurses ，　doctors　 and

other 　medical 　staffs　can 　sharc 　various 　kinds 　of 　information 　on 　the　admixture 　of 　injecロons 　hl　our 　hospitaL　The　system 　can

print　out 　information　sheets 　to　support 　dispensing　by　phannacists　as　well 　as 　the　work 　of 　providing　medication 　to　patLents　by

doctors　And　nurses 　in　wurds ．　These 　sheets 　contain 　info  ation 　f〔⊃r　the　phamiacy　depar血 ent 　as　we ［［　as　that　for　wards 　on 山e

last　prescriptkm，　cautions 　needed 　in　preparaUon 　and 　drug 　interactions，　It　is　convenient 　for　pharmacists　 when 　they　 check

medichles 　and 　mix 　injectic，ns　together 跚 d　also 　for　nurses 　al〕d　doctors　when 　they　wish 　to　administer 　injections　in　wards ・

　Our　computer 　system 　has　proved　t（，　be　useful 　from 血e　point　of 　view 　of 　medication 　 risk　management 　for　pharrnacists，
nulses 　and 　doctors．
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緒 言

　近年，医薬品 の 適 ［E使用，リ ス ク マ ネ ジ メ ン トお よび

調製者の 安全 確保等 の 観点 か ら，薬剤師 に よ る適 切 な環

境 ドで の 注射薬混合調製 の 必 要性 が 指摘 さ れ て きて い

る
1’

．　 方 で は，薬剤に 起因す る 医療事故 の 報告 が 頻回

に メ デ ィ ア に取 り上 げ られ ，大きな社会問 題 とな っ て い

る．こ の 医療事故 の 原 因 の
・
つ と して 各医療従事者間の

薬剤 に関す る情報 の 伝達な らび に共有化 の 欠如 が 挙げ ら

れ る と思 わ れ る．そ の よ うな 中，薬剤師の 薬剤業務 に 直

結 し た 処方 監査 シ ス テ ム の 構 築 は 欠 く こ と が 出来

ず
2・31・，リス ク マ ネ ジ メ ン トを 視野 に 人 れ た シ ス テ ム の

構築 が 望 まれ て い る．

　現在，多くの 施設 で 薬剤師 に よ る控射薬混合調 製 開始

に と もな っ て種 々 の 混 注 シ ス テ ム が 構 築瑚 さ れ て い

る，しか しな が ら，混合調製時 に必要な情報な らび に 医

師
・看護師お よ び他 の 医療従事者 に 向け た混合調製後 の

薬剤保管管 理 や 投与時 に 必要 な情報を多角的 に提供す る

シ ス テ ム は見 当 た らな い ．そ こ で，著 者 ら は ，医療事故

を 未然 に 防 ぐた め の 対
．
策 と して，薬剤 に 関 す る種 々 の 情

報を各医療従亊者間で 共有で きる シ ス テ ム を構築 した．

今 回，岡 1．II大学医学部 ・歯学部附属病院の 医療情報 シ ス

テ ム 更新時を契機 に新 シ ス テ ム を構築 し，そ の 有用性 を

検証した．

方 法

1． 注射薬混合調製監査シス テ ム の 概要

　今回構築した 注射薬混合調 製監査 シ ス テ ム は
， 岡山大

学医学部 ・歯学部附属病院 と 高園産業株式会社 とで 共同

開発 し た もの で あ る ．そ の フ ロ
ーチ ャ

ートを 図 1 に 示

す．本 シ ス テ ム は
，

基 本 OS ソ フ ト ：Windows 　2000  な

らび に プリン ター
：富

一f：通  XL −2000よ り成 り立 っ て い

る，ま た，本 シ ス テ ム で は病 院 電 子 カ ル テ シ ス テ ム か ら

送 られ て くる 処 方 データ を 調 剤 シ ス テ ム サ
ー

バ
ー

で 受

＊

　岡 山市鹿田 町 251 ，251 ，Shikata−cho ，　Okayailla−shi，700−8558　Jap跚
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け，そ の 支援端末に よ り薬剤部支援票，病棟支援票，前

回処方内容，混注用 ラベ ル の 発行が 可 能とな っ て い る．

2，各種 マ ス タの 作成

　本 シ ス テ ム を構成す る 各種 マ ス タ は，配合変化 マ ス

タ，グル
ープ 配合変化マ ス タ

， 文書 マ ス タ
， 文書 タ イ ト

ル マ ス タ，薬品マ ス タ，単位 マ ス タ，病棟マ ス タ
， 診療

科マ ス タ，用法マ ス タ，手技 マ ス タ，pH 変化内容 マ ス

タ，グル
ー

プ マ ス タ，患 者 マ ス タ，医 師マ ス タ，薬剤師

マ ス タ お よ び混注区 分 マ ス タ と な っ て い る．運 用 に 際 し

て は担当者が各種 マ ス タ に事舸に必 要 な データ を入力し

た後開始 した ．薬品マ ス タ は，薬 品 名，保存 方 法，支援

票 な ら び に ラ ベ ル 印字文書情報，成分量情報 お よ び pH

情報 か ら構成 さ れ て い る，こ れ らの 情報を用 い て 各種情

報提供文 書 （薬剤部支援票 ；図 2 ，病棟支援票 ；図 3 お

よ び 前 1口1処 方 内 容 お よ び 混注 ラ ベ ル ；図 4 ）の 作成 を

行 っ た．

　pH 情報 は，各製薬会社 の イ ン タ ビ ュ
ー

フ ォ
ーム ，添

付 文書等 に記載 さ れ て い る pH 変動 試 験 の 資料 か ら引 用

した．しか し，
こ れらの 資料 に デ

ー
タ の ない 薬剤 につ い

て は，各製薬会社 に 分析 を依頼 し，そ の 後提出 の あ っ た

pH 変動試験結果 を用 い た．

　配合変化マ ス タお よ び グ ル
ープ配合変化 マ ス タ は

， 配

合変化の 発現 す る 処方を登 録 す る こ と に よ り運用 した．

また，配合変化 マ ス タ とグ ル
ー

プ配合変化マ ス タ の 入 力

画面 の 構成 は 同 じで あ っ た ，しか し，グ ル ープ配合変化

マ ス タ の 登録時 は，あ ら か じめ グ ル
ープマ ス タ に登録 し

た グ ル ープ薬剤名 （高カ ロ リー基 本液，総合 ビ タ ミ ン 剤

等）を構成薬品名 に用 い る こ とに よ っ て 運用 した．そ し

て，あ らか じめ 登 録 さ れ た 処 方が オーダーさ れ た 場合

に，自動的に 配合変化 マ ス タ の 情報を基 に，配 合変 化 を

避け るべ く，混注 ラ ベ ル の 作成 な らび に情報提供文書 の

作成 をシ ス テ ム で 行 っ た，なお，情報提供文書 お よ び混

注 ラ ベ ル は，カ ラ
ー

レ
ー

ザ
ー

プ リ ン タ を用 い て すべ て A

4 用紙 に 印宇 運 用 した．

　病棟攴援票 お よ び前回処方内容 は，混合調製 した 注射

薬交付時に薬剤 と
一

緒 に 添付 して ，病棟 の 医師
・
看護師

に配 布運 用 した．そ の 際 交 付 した文 書 に 対す る医師
・
看

護師か ら の 評 価 に つ い て の 検討 を 匿名ア ン ケート調査 に

て 行 っ た．なお ，こ の 調査 に 参加 した 医師 ・看護 師は 16

名 で あ っ た ．

結 果

　図 2 に 今回作成 した薬剤部支援票 を示す．本票 は
， 患

者基 本情報 （患 者番号，患者氏名，年齢，身長，体重，

体表面積，病棟 お よ び病室番号），患者特記，処 方情報

（診療科，処 方医お よ び オーダ ー番 号 ），支 援情 報 （投 与

手技 ， 薬剤情報）お よび医師 コ メ ン ト（処方 オーダー
時 に

医師 か らの コ メ ン トがあ っ た 場合 に は 印字）で 構成 さ れ

て い る．薬剤 の 支援情報 の 印字 に よ っ て ，薬剤部 に お け

る 混注担当者 は，混注 に 必要 と思 わ れ る 情報（処方監査

図 1．柱 射 薬混合 調 製監査 シ ス テ ム 構成 図
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儲 蕃号 ： 聯 一

　　　　　　　　　　様
生 年 月 臼 ： 1932 年！2月鷹日

　　 身長 ： 169．　eo 艪

　　病椀 ： 西3F

〈懲者特醗〉

注射薬混注支援票 （薬剤部）

（男》
年齢 ： ア‘歳綱 ケ月

体重 ： 49．　00kg 　 体表面穫 ：  

病室　：．354

　　 　ペ ージ番辱 　 1 − 1

　　 　　　　　 　　　 1

　　発行日 二 2005／12／19
投薬開始 日 ： 2ゆos／li／13

〈処方 情報〉 謝 顱畦 肝胆膵外科

〈支擾情紐〉

手横 ： 中心静簾 指定な し

処方医 ：一 ． オ
ー

ダ
ー
番号 ：11911632

億示 ：t5：0e 〜翌日 15 ：eo

ブ ドウ醗 　　【5】％ 　【5eD】 ml 　
．．．．

　　　 1．　eoe　E
’
　

…』
鹿

1．

　 　【投与 速翻 　　ブ ドウ糖 と して 師 g 艢 蟹 hr 以 下 で　 ｛プヂウ糖が輸液中に 言眺以 上の 鰭は 注惷）

マ ル タ ミ ン注 　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　1．OOO　V　　　 　 冷 ・遠
　　【混注 情穀 （配含変化）】　　 ミネラ リ ンと 同

一シ リン ジ 内で 沈 殿

ミネラ リン注シ リン ジ　　2mr 　 　　 　　 　 　　 　　 1．000本　 　　 　 室
・
遅

　 　【投与藺醐 　 総合 ビタ ミ ン削と同
一

シ リン ジ内で 沈澱

　 　【毳注情軽 （配合変化｝1　　 ビタミン C とB2との 反応

アミノ レバ ン　　　　 【50D】ml 　　　　　　　　　　 1．000B
　　【投与遼劇 　　50e■ 1！3−5時同

塩化ナ トリウム 注 10％ 20Ml 　 2．OOOA 室

　 　翻 法
・
用巌】　 fia　171！ 匪 げL　　 　　 34．22 託 q！20副

コ ンクライ トMg 　 2Dml 　 O．5駐fiA 室

　 　【用法 ・用量】　 薯岻 q！吐

　 　薩a注情報 C配合変 化〕1　　 リン酸を禽 有する蟹 剤　 　 　t＃ ＃ ta殿を生 じる

ブ ドウ糖注 　 【501 ％ 　 【20曜 ml 　 　 　 　 　 　 　 Z　oOOB 　 　 　 窰

　　菰投与速 度】　 ブ ドウ糖 として魯．鞭 ／
．
kg ．fhe 以下で 　げ ドウ糖が輸液中に3鯔 以上の畴憾注意）

　 　【混注情輟 （配合度化｝】　 　 アルカ リ倒で翼変

　　【混註情穀 （満簪量｝】　　全満睿量約ToenL （製品容驫 ：ZODfiL）

ボ トル空き容量が丕足 しています。
カルチ コ

ール注 　　　　【10】mI 　　　　　　　　
’
3．　oooバ　　

’一
　垂

．．

　 　【用法
・
用量】　 o、39 ■Eq！吐

　　【混注情報 （配合変化｝1　　ク1ン酸．炭酸．燐酸、硫酸、酒石酸とは混合しない　　・・・・…　 沈殿

〈漉注情報〉
．．

〈医節ゴメシト〉

薬剤部で 注射薬 混合調襲

時両あた り60．騒 1！h

図 2，薬 剤部 支援 票の 印字 例
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患者番号 ： 000一

生年月 日 ：

　　身長 ：

　　病 棟 ：

1935年 03月■ 日

149．oo　 cm

西 3F

注射薬混注支援票 （病棟 ）

様 （女 ）
年齢 ： Totu11ケ 月

体重 ：　42，00　kg
病室 ： 333

体裹面積 ：  

　　　 ペ ー
ジ番号 　 1 − 1

　　　　　 　　　　　 1

　　発行日 ： 2006 ／02／01
投薬 開始 日 ： 2聯 ／D2／01

〈患者特記〉

〈成分量 〉

　　　総液量 ：2206．00ml
　　　　 Ci　：　　　3ア，20mEq
　　　総含 ビタミ ン ； あ り

　　 Na ：　　　45．60　ntEq　　　　K ：　　　　0、00　mEq
　　 Ca ：　　 7．2DmEq　　 N量 r4710 ．　DO　 mg
微量元素 ： な し　 含有ア ミ ノ酸　（ア ミノ 酸）

隲9 ：　　　　　　　0．OO　mE 町

力 ロ リ
ー

：11T8．00　kcal

〈処方慵報〉　診療科 ゴ肝胆膵 外科

PH

処 方医 ：一 オーダー番 号 ：1254UD4．
0 21

．
3

濯懸 驛 灘 販 羅 攤 擬 ・囃 緋 i纛 麟 姦1・継 継 百靉 裹覊騰 lk
規格　pH　 3．59〜6・sc
驚幽 襲 τ羹還馳 ii

’
．薇 71

’

4 ：
…5　 16：　 　 　 　 　 　 　 7 0冂98 p，馬1　@P囁

瞬三
「囁蓋 11； 　】

2

　

． 轤 羅跳
盟毳 閣 ｝

灘 罫躍
豬 嚥 灘1

麺…

繼無 孟D5 規格．eH 　e

　Sti〜550
．塗 i鑾 継

騰趨賦 麺
規移

ﾄ ． 3 ． 曲〜
D50

獵購
鱧戀
璽
疆 規格　寧

  Dz a ’ se

6 ． 5b ． 轢邏罵π画’　　　　　　　r．・rゴ｛−　　　　　　 　　　　　　　　 　

　

m1
−

t ．
．
．

圃L ＿ 5 @　

D 1
．
<TAB><TAB>亠 鑒翼遡・置

<TAB>8 創 襲 「 　．
… ：<TAB><TAB>1　 @

　．

鍵麺 蘓 霾 叢<TAB><TAB>黙 ・ 麺

： ・・．
<TAB>讐’獻 ．<TAB>A槻飃韈

梅 瀦 照 、1 …<TAB><TAB>　 ．
． 一 ．　

；　．ヨ <TAB>
旨

　
　」<TAB> 嶽蘓擁1・…、…惣妻麟糠<TAB><TAB>曲 ：

1 ．
． II　． 」

　
L<TAB>

」． ．． ．

D一 ．
L
− ．⊥．

．」＿<TAB>　

@・　． 　
　’ 　　 　@5 　　t’　：　3

@ 　　　　

i　
纛

驚、

@
　i

．　i　　し um ．

[ ＿LL

． 飜力値低下 4 ｝ 彑

凵 | 臼 ドMtL

．．．． 」指 定
し ■ 濁 ■ 結晶

　　．矚 発 砲 　　

■自濁 嬲ゲル化　　

色画変化 ：　　　；　

■■沈殿

ﾊ 恥色 蠶退

〈 医師コメ ト〉

剤郷で注射
薬灘含翻製 時間

あ
た
り90．ml／

h 〈混注懽

〉 〈 混

薬情報〉 手技：中心靜脈 摺

なし ナ ミバジシー 一．．…　 ．．−k’
itt．1．． 一「…．．

　 【注劇 塩カル注　 　　2％　　 T

DmI 　 　【

法・用澱 】　e．3 ， 6mEq ／ 眺 　　【湿

情 報 （
配

含変 化 ）】ソリタ ー−T【4 】

　 【5DO 】 ml 　 　 【投与速度】

@ 　【 薬品 情

】　塘：ブドウ 糖と して 4．3
パントール

注
　【5σae

mg ． 2nV
ブドウ糖注　 【50 】％　【

e 】 ml 　　 椴与連 劇 　　

混注惰報（配合変化）】 　　【混注犢 報』
て
満容畳
）
】

ルタ ミン注 　 　1 混 注情報（配 合変 化）】 指示 ：15 ：00

翌日15 ：00 　　　　　 　　　　　 　　　　　　　　 　｝ ： ．

b’白．冷 酢醜20藤q ん 禽むので大置投与時、電 解質併用 時はバ

ンスに注意 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　1．ooe
A　 　　 　 室 　　　　　　　　 　クエン醗 炭

、燐酸、確
酸 、 酒石

とは混合しない 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　

DeOO 　 B 　　　　 室 　　 ゆっ くり、30eN．seOm 　

Yh 　r 幽凾・・…　　沈 殿 　　　 　
　
　　　　 　　 　　　　 　　2 ． 000A

　　　室 　　　 　 　　　 　　

　　　　　 　　2 ．DDO　B 　　　　　 室 ブドV糖

しで0．3g ／k創hr 以下で　P’ ドウ糖が輸液中に 3 鯔 以 上の
勝

注意〉 　　　　　　　 アルカリ 側で黄変 　

　　 　全溝 容避 絢 70 跏L （製品容量 ：200 剛L ） 　 　　 　

　 　　　　　　　 　 　　　

D 　 eeo 　 V 　 　 　 冷 ・ 遮 　　　 　 　 　 　ミネラ リ ン と同 一
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患者 m ：ooo一

様
病棟 ：西 3F

手 按 ゴ中心静脈 　指潔なし

靈 　　 ブ ドウ糖注

冷 d 遮 マ ル タミ ン注

室 ・遮

　　 　　 投薬開始 日 ： 200S 年 11 月 丁3日
．

　　 　 時間
・i5：00〜瞿 臼 15 ：00

病黨 r354

【5】％　 【500） mI

ミネラ リン注シ リン ジ

ア ミノ レバ ン

塩化ナ トリウム注10％20mI
薬剤部で注射蒹混合調製

　 2m 【

【5eo】 mI

　 060
　 000
　 000
、ooo2
．ooa

光で 分解するため，遮光カバ
ー

を韃用 して 下 さ い

黌 1泌 膨．i’t．虞 1，：羅 隆・ご：凝 管し
r
二
・・／’tt　’1　t’

患者ID ： OOO一

　　　　　　　　　　様
病 棟 ：西 3F

手技 ：中心静脈 　指定なし

室 　　　カルチ コ
ー

ル注

薬剤部で 注射藥混舎国製

【混注情報 （配合羹化）｝

患者 tD ：ooa一

病棟
’
西 3F

様

カ ルチ コール注

監 査

　 　　 　 投鏑開始 日 ： 2005年 11月 13日

　 　　 時聞 ：15：00　〜　翌 日　15：00
病窒 ： 354

【ID】mI

高力ロ リ朝輸液中で は 沈 殿す る 恐 れ があるた め

投薬開始 日 ： 2005年 11月 13日

病室 ： 354Vo

】 mI

配合不可薬品は別で す。

囎 ・岬 ％

蠶

ブ
臨 聯

蠶
カ’レチ コー’レ注
　 【te］ ml

ア

晝砧儲

患者IO：eoo一

　　　　　　　　　　様
病 棟 ：西 3F

手 披 1 中心 静豚 　雛庭なし

室 コ ンクラ イ トMg

窺　　　ブ ドウ褪注　 【50】％

　　　　 投薬開始日 ：2005年 ll月 13日

　　 　 贓 ：15：00 　〜　翌ff　15 ：00

病室
・
35429mi

【IOO】 mIO

．5002
．eoo

薬剤部で 注射薬混舎調製

【注窟】　 〔靉 〕　 皮下注

EE，，，−g，．．，1，糲雛 鸛 譜欝  窄讐
て 聯

　 　 　 カ ル チ コール 注

　 　 　 　 【10｝ mI

嬲 ．

岡 由火掌病院

患者 ID ： ooo一

室

様

カ ルチ コ ール注

韆
投薬開鵁 日 ：2005年ヨ1月 13日

【10】 mI

配合不可薬品は別で す 。

蠶

糶

図 4．混注用 ラ ベ ル の 印 字例
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お よ び 混注時 に 必要な情報 ；輸液 の 満容量 ，混注手技

等）の もと混注業務 の 遂行 が 可 能 とな っ た．

　
一

方，病棟 支援票 で は，図 3 に 示す よ うに薬剤部支援

票 と同様の 患者基 本情報，患者特記，処方情報，医師コ

メ ン トに加えて成 分 量 （総 液量，各種電解質量，カ ロ リー

量 等 の 情報）と pH 変動試験結果 を カ ラ
ー

で 印字 した．
こ の こ と を通 して，特 に pH の 変動 に と もな う配合変化

を医師
・
看護師 は把握す る こ とが 可 能と な っ た。さ ら に

混 注 薬情報 は 病棟 に お い て 医師 ・看護師が 必要 とす る情

報内容（投与速度
・
時間 ， 投与方法 ・経路，混注後 の 安

定性，配合変化情報等）を印字す る こ と も可 能 とな っ た．

　次 に，前 回処 方 内 容 は患者基 本情報，患者特記事項 さ

ら に
， 医師へ の コ メ ン トに加 え て 前 1口i処方情報 を印字

し，抗悪性腫瘍剤治療時の 処 方監 査時等 を 中心 に利用 可

能 と した．また ，混 注 用 ラベ ル （図 4 ）は，あ らか じ め 登

録 され て い る 配合変化等の 薬剤が 処 方 され た場合 ， 自動

的 に ラベ ル が 分割印字 され，処方監査を支援 した．

　 各種印刷物 は カ ラ
ー

レ
ー

ザ
ー

プ リ ン タ で 印刷 す る こ と

に よ り，耐 水 性 （消毒用 ア ル コ
ー

ル 等）が確保さ れ た と と

もに，印字内容の 重 要度 に応 じて 注意 を喚起す る 目 的 で

印字色 を変える こ とが 可 能 とな っ た，また，他 の バ ッ ク

へ の 詰 め 替 え の 必 要 性の 有 無 に つ い て も，病棟用支援票

（基 本液 の 空 き容量 と処方の 総液量 を 比 較
・
確認）を有効

に 活用す る こ と に よ り，即座 に 判断 で きる よ うに な っ

た．また，配 合変化情報が 印字 され る こ と に よ り，こ れ ら

の 情報を医師
・
看護師 と共右す る こ とが 可 能 とな っ た．

　 さらに，前 回処 方内容（医師 コ メ ン トで 薬剤部 に て 混

注 し た 直前の 処方 1 目分）を印字 す る こ と に よ り，抗悪

性腫瘍剤 に よ る 外来が ん 化学療法 に お ける処方漏れ ， 治

療法変更 の 把握等が迅速 か つ 簡便 に行 え る よ うに な っ

た．この こ とか ら効率 の 良い 準備作業お よ び 監 査 業務 の

遂 行 が 可 能 とな っ た．

　混注 用 ラベ ル に つ い て は，配合変化等の 理 由か ら高カ

ロ リ
ー
輸液 に混合 しな い 薬剤 を別 の ラ ベ ル に併 せ て 印字

して 運用 し て い る．監 査 後 そ の 薬剤 ラ ベ ル を混注後 の 輸

液バ ッ ク に 貼付する こ と に よ り，看護師等が患者 に投 与

す る 際 に ，混注 されて い な い 薬剤の 把握が 口∫能 と なり，
注 意喚起 を うなが せ た ．

　最 後 に，医 師 ・看護師へ の 病棟用支援票等の 帳票発行

に 関 す る ア ン ケ ート調査 の 結果 で は，「良か っ た 」63％，

「ど ち らで もな い 」25 ％ お よ び 「な くて も よ い 」 12％ と

の 評価 が 得 られ た．

考 察

薬剤師の リス クマ ネジ メ ン トを視 野 に入 れ た 監 査 シ ス
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テ ム の 構 築に お い て ，そ の 情報 を医師 ・看護師が 共有で

きる よ うに す る こ と は 重 要 で あ る
f］：1．そ の 観点 よ り本監

査 シ ス テ ム を構築 した．今回考え た 病棟用支援票 に，輸

液の 成分表お よ び pH 変動 試 験 結 果 ま た輸液 の 電解質量

等 を印字す る こ と に よ っ て ，薬剤 師は 処方監 査 を 迅速か

つ 正 確 に行 うこ とが で きる よ うに な っ た と考え られ る．

そ れ ばか りで な く，医師
・
看護師 に そ の 情報 を伝 える こ

と も可 能 と な っ た．ま た，今 回 pH 変動試験情報をカ ラー

印字す る こ とに よ り，pH の 変動 に 起 囚す る 配合変化悄

報 を 医師 ・看護師 に わ か りや す く提供 で きる よ う に な

り，その 有用性 が 窺 わ れ た．

　 ま た
， 薬剤部用支援票 に混注時 に必要な 情報 を中心 に

印字 した こ と に よ り，薬剤 師 は事前 の 処 方 監 査 と と も

に ，混注前の 準備 を的確 に 行 うこ と が 可 能 とな っ た と考

え られ る，こ の こ と は
， 混注作業時 の 無駄 な 動 きに よ る

時 間 の ロ ス を 極力抑 え，迅速な混注が可能 とした，

　
一

方，薬品マ ス タの 作 成 時 に 使用す る 支援票 の 印字 文

言は 文書マ ス タ にて 作成 した．その 際，薬品 マ ス タ作成

時 に 文書内容 の 印字区 分 を設定 した 結果，印字文言を薬

剤部用 お よ び病棟用 の
一

方 また は 両 方 へ の 印字選択 が 可

能 と な っ た．こ れ らの こ と よ り，薬 剤部用 に は混注時 に

必 要 な内容 を 中心 に ，病棟用 に は薬剤投与時に必 要 な 情

報を中心 に印字内容 の 設定が 可能 とな り，さ ら に情報管

理 も
一

尢 化 され て い る こ とか ら，利用度が 高 い シ ス テ ム

が 構築 さ れ た と考え られ る．また，混注後 の 輸液 に直接

貼付す る 混注 ラ ベ ル も重 要 度 に応 じて カ ラ
ー

印刷 を した

こ とか ら，リ ス クマ ネジ メ ン ト Eにお い て 貢献 で き た も

の と推 察 さ れ た．

　次 に 配 合変化 マ ス タ に つ い て は，シ ス テ ム 開発 当初 は

処方（薬剤名，投 与量 ）の 完全
一

致 に よ る 場 合 に の み 機能

す る もの で あ っ た た め ，汎用性が 乏 し い もの で あ っ た．

そ こ で
， よ り汎用性を持 た せ る た め に ，同 じ配合変化動

態 を示す薬剤（例えば，高 カ ロ リー
輸液 グ ル

ープ，総合

ビ タ ミ ン 剤 グ ル
ープ，多規 格 あ る 1司一成 分薬）を グ ル

ー

プ 化す る こ と に よ り，同 じグ ル ープ 内 の 薬剤で あれ ば，

どの 薬剤 が 処方 され て も配合変化 の 判定処 理 を可能 と

し，汎用性 の 面 で 向上 で きた もの と考 え られ る．

　以上，本 シ ス テ ム は，混注時 に必要 な情報 を薬剤師 に

提供す る こ とが 出来 る ば か りで な く，従来病棟 に お い て

不足 して い た種 々 の 情報を薬剤師か ら医師 ・看護師に 提

供す る こ とが 可 能 とな っ た．こ れ らの こ と は，従来欠け

て い た 医療従事者間の 情報伝達 の
一

助 と な り うる もの と

考え られ る．
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